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新明解説

■企業の変革は人事次第
　日本企業は変われるのか？　それは人事のトップ
の力量にかかっている。長い間，国際化や企業改革
の必要性を叫んでいるが，未だに多くの日本企業は
「日本人の，日本人による，日本人のための会社」
の枠を越え出ていない。外国人は日本人のこの状況
を“NATO”と呼ぶ。“No Action. Talk Only”とい
う意味だ。
　なぜ，変われないのか？　それは，日本企業の人
事が変われていないからだ。現代の国際社会が生み
出す様々な人的課題に，これまでの日本の人事では
対処できない。だが，長い年月，日本人の心身にこ
びりついている人事のあり方を変えるのは容易なこ
とではない。人事のトップは，あらゆる困難に遭っ
てもガチで改革を実行する覚悟が必要だ。
　今，人事のトップは何を考え，何を決定し，どの
ように人事改革を実現していくべきなのか？　人事
改革の電撃作戦を提案する。
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